予算監視・効率化推進の取組み全体の自己評価
１．第３四半期には、

①　情報システム調達会議における重要な調達についての事前審査
※当チームにおける、情報システム関連経費に係る「プロジェクト管理等の面で改善に余地がある」との自己評価を踏まえ、中長期的なプロジェクト管理の観点から、本年度の予算執行について審査を実施。
②　契約監視委員会における契約の妥当性の審議

を実施したところ。
２．「行政事業レビュー結果の概算要求への反映状況」や「これまでの予算監視・効率化の

取組み」をホームページにより公表するなど、当チームの取組みについて、情報開示の充実にも努めている。

３．このような活動状況を踏まえると、

・当庁の予算監視・効率化推進の取組みは、総じて適切に行われていると評価できる。
一方、

・情報システム関連経費については、本年度の予算執行にとどまらず、継続的にプロジェクト管理の向上に努める必要がある。

・これまでの「支出負担行為に関する計画」の進捗状況を踏まえ、今後とも事務経費等の支出の適正な管理を進める必要がある。







